
本格的な田植え期間が始まると低気圧や前線の影響で雨や曇りの日が多くなりました。特に 4月29 日と5月17

日は一部の地域で大雨となり、また4月26日～5月3日にかけては、寒気の影響で気温の低い状況でした。
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4月で『ＪＡ福井県』が誕生し1年が経過しました。 『Aguri.Attack』は、担い手の皆様とＪＡをつなぐ

ツールとして活用していきます。営農情報のみならず、資材・農機や施設センター運営、農業経営に

関する情報などを幅広くお伝えし、担い手の皆様に有意義な情報をお伝えしていただけるよう心掛け

てまいります。

カラスノエンドウによる低収量や

品質低下が問題となっていま

す。原因は、多発圃場では麦の

生育抑制や倒伏、収穫物への

雑草種子混入です。

ファイバースノウの出穂期（平均４月１２日頃）は平年より若干早くなりました。出穂期から

の成熟期予想は５月２９日ごろです。今後、ＪＡで水分測定を実施し水分の情報を提供いた

しますので、適期刈取にむけて準備を進めましょう。

Ｂ：カラスノエンドウ除去A：刈取予測（出穂期からの積算温度）

令和3年度、担い手（農家・組織）を対象に農作業オペレーターについてのアンケート調査を実施しました。ア

ンケートの内容は、オペレーターの年齢・担当する作業・オペレーターの課題についてです。福井基幹支店管

内のオペレーターの年代構成は、60代（38％）で1番多く、次に70代（26％）でした。その他、調査した結果を報

告します。

２.担い手（農家・組織）のオペレータ調査表

２.麦類情報

 カラスノエンドウは早期（莢が黒くなる前）に圃場（畦

畔）外へ持ち出す。（種が落ちると次年度に被害が

拡大）

麦搬入施設 面積 銘柄

東部CE 22,028.3

南部CE 17,418.2

文殊CE 14,831.5

北部RC 10,745.2

西部CE 15,847.4

永平寺CE 10,136.9 小麦

ﾌｧｲﾊﾞｰｽﾉｳ

はねうまもち
 北部の生産者（はねうまもち）につきましては、

西部CEへの搬入も可能です。

単位：a

品種 出穂期 成熟期

ﾌｧｲﾊﾞｰｽﾉｳ 4月12日頃 5月29日頃

はねうまもち 4月6日頃 5月28日頃

県大3号 4月6日頃 6月7日頃

１.Ｒ３田植え期間の気象（4月24日～5月17日）

③支店別オペレーターの状況
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⑤ 作業オペレーターに対して希望するＪＡの支援は

 圃場によって条件が異なるので指導・助言

 大型特殊免許の助成制度

 操作技術の指導

 実演を入れた研修会の実施

④オペレーターの課題

➀調査結果（5月20日現在）

 調査数 ： 60戸（組織含む）

 オペレーター数 ： 307人

 オペレーターの平均年齢 ： 62.3歳

（参考：全国の農業従事者の平均年齢68.8歳）

②オペレーター年代構成

4月下旬～：低温・大雨

ｺｼﾋｶﾘ田植え期間

大雨

 後継者育成

（技術の継承）

水稲生育

葉色が薄い、葉先の枯れ

など活着の遅れが発生

ﾊﾅｴﾁｾﾞﾝ田植え期間

【活着後は適正な水管理】

 浅水管理で生育促進

 深水は、分げつ遅れや軟

弱徒長になる。

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代

福井東部 10 1 1 4 18 28 21 2 63.3

福井南部 8 1 3 8 23 19 2 65.0

福井中央 6 1 9 10 22 9 60.6

福井西部 7 2 2 5 11 14 11 2 59.7

永平寺 29 1 2 5 17 31 20 2 62.8

福井基幹支店計 60 4 7 26 64 118 80 8 62.3

オペレーター構成
平均年齢

ｱﾝｹｰﾄ回収
経営体(戸)

支店名


